
藻類と動物細胞を用いたサーキュラーセルカルチャー
（CCC）によるバイオエコノミカルな培養食料生産システム

資源循環型培養食料生産
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藻類培養で得られた栄養成分で培養肉の生産に成功、廃液を用いて藻類を培養し、
再び動物細胞の培養に成功、CCCプロトタイプ完成に向けて順調に進化
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5年目（2024年度）のKPI
藻類分解率 80％、鶏胚由来筋細胞の倍加時間36 時間未満、培養廃液アップサイクル率 80％を達成するとともに、それぞれのプロセスを連結させたサーキュラーセルシステムのプロトタイプ
を完成し、30 日間で鶏胚由来筋細胞 100g（104→1010個に増幅）の生産を達成する。増幅した筋細胞を用いて 10×10×1 ㎝（縦×横×厚み）の培養チキンを作製する。
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藻類分解率目標70%を複数の藻類で達成
鶏筋細胞の倍加時間目標＜48ｈを広塩性藻
類を用いたCCCで達成。
廃液アップサイクル率目標>70%は、乳酸資化
藻類を用い達成。また窒素固定藻類の乳酸資化
で高効率化を検討

タンパク質供給源の多様化 


